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当する英語は culture、フランス語は culture、ドイツ語は Bildung である」67)と記載され
ており、教養という言葉は外国語を翻訳する過程で生まれたことがわかる。従ってまず、
教養という言葉の変遷を辿りつつ、その本来的意味を捉え直す必要があろう。 




う訳語が culture という名詞に対応させられている 69)。それは、culture の訳語として今
日に一般的な「文化」に先んじて記載されているものの、さほど普及はしなかったようで
ある。教養という言葉が用いられるようになるのは、大正時代になってからのことで、ド
イツ語の Bildung を訳語として使用するようになってからである 70)。 
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